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⑶��おわりに

基肄城跡を身近に感じ意識の上で最も大切に思われている丸林集落の人々のみならず、町民の心根にあ

る基
ㆌ

山
㆖ ㇓

は町の象徴であり、就職などで一旦外へ出た町民は、帰省のたびに基
ㆌ

山
㆖ ㇓

が見えてくると、「おかえり」

の声がどこからともなく聞こえてくるようで、皆一様に安
ㆀ ㇓

堵
ㆩ

感を覚えている。

日常の生活においても町内のほとんどの地区から基
ㆌ

山
㆖ ㇓

を望み、様々な山の表情を見ることができること

から、町民の意識の中には、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

に見守られながら生活しているといった心の拠り所として存在し、次第

に町民の誇りとして位置づけられてきた。

築城以後、1350 年もの歳月を経てなお、今にその威容を伝える特別史跡基肄城跡をはじめ基
ㆌ

山
㆖ ㇓

は、町

民の象徴として、信仰の場であり、交流の場であり、健康維持の場として様々な行為、行事によって保たれ

てきた。町民による様々な活動と、そこにある歴史的建造物としての基肄城跡の遺構や保護継承を物語る

建造物群、そして、それらを取り巻く基
ㆌ

山
㆖ ㇓

の風情が、本町を代表する歴史的風致を創り出している。

図 基
ㆌ

山
㆖㇓

にみる歴史的風致
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【コラム】荒穂の神信仰

基
ㆌ

山
㆖ ㇓

の南麓に鎮座する荒穂神社の記録上の初見は、平安時代の歴史書「日本三
㆕ ㇓

代
ㆠ ㆂ

実
㆘ ㆤ

録
㇍ ㆎ

」の貞
㆘㇇ㆄㆉ㇓

観 2
年（860）の条に「二月八日 従

㆘㇅ㆄ

五
㆔

位
ㆿ

上
㆘㇇ㆄ

の荒穂天神に正
㆗㇇ㆄ

五
㆔

位
ㆿ

下
㆒

を授ける。」とある。
「従五位上」「正五位下」とは、役人の階位のことで、奈良時代以降は神階にも使われるようになった。
この、荒穂天神に授けられた「正五位下」は、地方役人で言えば、最高位の一つ下の位のことで、
荒穂天神の格式を表現するとともに、平安王朝が正式に認めた式内社の一つと言うことが、この記
録から見ることができる。その後、平安時代成立の『延

ㆆ ㇓

喜
ㆍ

式
㆗ ㆌ

』『色
ㆂ ㇍

葉
ㆯ

字
㆘

類
㇋ ㆂ

抄
㆗㇇ㆄ

』に荒穂神社の名が見える。
基
ㆌ

山
㆖ ㇓

が基肄城とともに認められていたことを知ることができる。
荒穂神社の御祭神は瓊瓊杵尊とされているが、奈良時代前期に記載されたとされる『肥前国風土記』

の断片的記録である「逸
ㆂ ㆤ

文
ㆶ ㇓

」には、「 ・・・( 前略 )・・、筑後国は、本、筑前国とあわせて一つの
国とありき。昔、この両

ㆵ ㆟

つの国の山に峻
㆐ ㇏

しく狭き坂ありて、往来の人、罵
ㆮㆮ㆗

れる所の鞍
ㆎ ㇉

韉
㆗㆟㆏㇉

を摩
㆙

り尽
ㆤ ㆎ

さ
れき。・・・( 中略 )・・・。昔、此の堺の上に麁

ㆀ ㇉

猛
ㆶ ㇋

神有り、往来の人、半は生き、半は死にき。・・・
( 中略 )・・・。筑紫君・肥

ㆲ ㆮ

君
ㆌ ㆿ

等占へて、筑紫君等が祖
ㆿ

甕
ㆉ

依
㇈ ㇊

姫
ㆲ ㇁

を祝
ㆯㆵ㇊

と為して祭らしめき。尓
㆝ ㇌

より以降、
路行く人、神に害

㆝㆓ㆪ

はれず。・・・。」( 解釈︓筑後国は元は筑前国と合わせて一つの国 ( 筑紫国 ) で、
筑前と筑後の国を分かつ山が険しく、この地に荒ぶる神がおり、生きて通るもの、死して通るもの半々
という場所であった。そこで、筑紫君と肥君らが占い、祖甕依姫を祀ることで、鎮めることができた。
) とあり、この云い伝えを残す筑紫神社が隣町である筑紫野市原田にある。本町は筑肥の境、肥の
国の北東鬼

ㆌ

門
㇂ ㇓

に位置することから荒ぶる神が居たと云い伝えられ、この荒ぶる神が居た場こそ、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

であると荒穂神社に残る記録に記されている (『縣社昇格出願書類』昭和３(1928) 年 )。
この荒ぶる神を鎮めるために肥前側で建立されたのが荒穂神社であり、その磐座としてタマタマ

石が基
ㆌ

山
㆖ ㇓

山頂に鎮座している。
この時から、基肄城がある山 基

ㆌ

山
㆖ ㇓

は神
ㆉ ㆿ

宿
㇄ ㆩ

る山として崇
ㆀ ㆋ

められ、神聖性が付与され荒穂大明神を祀
る社

㇄㆗㇍

として今に至っている。
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【コラム】町域で行われているガンジョウジ

[様々なガンジョウジ ]

鎌
㔉 㔾

浦
㔄 㕉

集落のガンジョウジは、「昔疫病が流行り筑紫氏のたたりではないかと碑を建て供養したと聞
き、物心付いた頃には参加していた。」と長老が語る「おとさガンジョウジ」である。「おとさガンジ
ョウジ」は、集落の山頂にある、勝

㔉㔤㔮

尾
㔈

城
㔘㕇㔄

主の筑紫広
㔲 㕍

門
㔉 㔩

ら筑紫一族の供養碑に参るもので、「おとさ」
とはお殿様が訛ったものと言われている。ここに出てくる筑紫広門は、鳥栖市の城山に在った勝尾
城を本拠に活躍した戦国時代の武将で、筑紫家の位

㔂

牌
㔯 㔂

は本町の小林山専念寺にあり、本町と深い縁
を持っている。この供養碑には、阿

㔀

弥
㔿

陀
㔠

如
㔫 㕇

来
㕉 㔂

を表す梵
㔼 㕓

字
㔘

が大きく彫られ、右肩には「天正十四■戌
㔂 㔬

 
七月■■■」（天正 14 ＝1586 年）、左下に「筑紫大将弘門」とある。弘門は広門の違いと思われる。
年号から、広門（1556 〜1623）が存命中に建てたと考えられ、後にガンジョウジとして供養が始
められたのではないかと思われる。「おとさガンジョウジ」がいつの頃から始まったのは定かではな
いが、長老が生きていたら 92 歳を越す年なので、すでに 100 年は続けられている。
柿原集落では、毎年 7 月に集まり、昭和 55 年 7 月 13 日に柿原で起こった山津波を忘れないよう

にと始まったとされる「あわまきガンジョウジ」などもある。
他に区や集落によってこの名称は異なるが、田植えが終わり、氏神さまに稲の豊作を祈願する「苗

代ガンジョウジ」「つくりあがりのガンジョウジ」「さなぼりガンジョウジ」がある。また、稲穂が出
だす時期の「田ほめガンジョウジ」は、9 月 1 日に田んぼに行き、稲を誉める行事である。この行
事では、田に酒を振り掛けながら、「よ〜できてくれなさった。」と大声で言って稲の苦労をねぎらう。
いずれも、その集落の人々が集まり祈るとともに、老若男女で集うふれあいの場となっている。

[ お潮井採り]

ガンジョウジに伴って行われるお潮井採りは、小原集落のように、水門にお潮井（砂）を取るとこ
ろもあれば、鎌浦集落の「おしおいガンジョウジ」のように、石を取るところもある。鎌浦集落で
は田植えが終わった 7 月 1 日（現在はこれに近い休日）に、公民館横の川で石を取り、それに笹を
巻き、公民館の玄関内に祀ってある毘沙門 ( びしゃもん) さんの足元に置くもので、9 月 1 日（現在
はこれに近い休日）の「田ほめガンジョウジ」にはその石を回収して川に戻す。その後、自分の田
にお酒やてんぷら、ちくわを持って行き、田を誉めながらお酒を撒き、てんぷらなどをつまみなが
らお酒を飲む。
７区の北奈良田集落でもお潮井採りが行われている。田を作っている人が 7 月 1 日の早朝５時に

集合し、うっすら明るくなりはじめた空の下、荒穂神社の南に流れる潮（塩）井川に降りて砂を採
る。冷たい川の水が気持ち良い季節である。お潮井（砂）は、昔は竹で編んだ花てぼに入れていた
が、今はビニール袋に入れている。一行は、そのまま荒穂神社に向う。樹齢 400 年の大楠がそび
える境内は蝉時雨に包まれ、夏の朝特有の香りが漂う。神殿に、田植えが無事に終わったことの感
謝と、豊かに実りますようにと五穀豊穣を祈り、自分たちの集落の八幡神社に帰る。お参りをした後、
社殿下に持って帰ってきたお潮井を置く。夕方から神社横の集会所に組合の人々で集まり、てんぷら、
ちくわでお酒を飲み、田植えの慰労をする。
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【コラム】しおい

よく知られている「おしおい採り」は、博多祇園山笠の筥崎宮での「お汐井採り」である。祭事の
期間の無事を願い、筥崎宮にある砂浜で夕方に真砂採りが行われることから「お汐井」と書かれる。
同じく筥崎宮社日祭の折に採られる「おしおい」は、早朝行われることから「お潮井」と記される。
基山町では、採集されるしおいは砂、水と地域によって様々であるが、採集時間が朝ということも
あり、「汐」ではなく「潮」が用いられ、基山町内の神社境内にあるオシオイ台には「お潮井」と記
されているが、木山口町にある若宮神社境内にあるオシオイ台には、「お汐井」と記されており、夕
方の「シオ」が表現されている。

荒穂神社の大しめ縄が掛けられる「しおい川」の名称は、現在、川に架かる橋の名称には「塩井橋」
と記されているが、昭和 57 年の荒穂神社御神幸祭座元控には、「潮井川」と記されており、字義を
伝えている。

写真 荒穂神社の潮井台 写真 若宮神社の汐井台

資料 『荒穂神社御神幸祭�座元控』（昭和 57年 (1982)）
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【コラム】植林の山

現在、特別史跡基肄城跡がある基
ㆌ

山
㆖ ㇓

は、近傍の山 と々同様に樹木に覆われた緑豊かな山であるが、
近代における基

ㆌ

山
㆖ ㇓

は、農耕牛馬の飼
ㆉ

い葉
ㆰ

の山として草原の山の姿を見せていた。明治 30 年代に入
り植林事業が推奨され、基

ㆌ

山
㆖ ㇓

でも明治 41 年 (1908) 頃より、梁井幾太郎氏 ( 薬種業を営み産業組
合を設立 ) による積極的な植林事業が始まる。主に梁井薬店農林部が中心となって活動し、大正天
皇即位の時に基山村と一緒に記念学校林養成にも尽力している。長年にわたり下草払いや補植が基

ㆌ

山
㆖ ㇓

を舞台に展開したが、その多くの費用は梁井氏による寄付で賄
ㆾㆉㆪ

われている。
本町の象徴たる基

ㆌ

山
㆖ ㇓

には、鎮守としての荒穂神社が南麓に鎮座し、御祭神の主祭神瓊瓊杵尊とと
もに、樹木の神五

ㆂ

十
㆝

猛
㆟㆐㇋ㆮ

命
ㆿ㆓ㆨ

が祀
ㆾ ㆤ

られている。五十猛命は、我が国に木々を招来させた神として知られ、
昭和３年 (1928)12 月に県社昇格のために提出された書類に御祭神の一柱として記され、梁井氏に
よる基

ㆌ

山
㆖ ㇓

植林事業は、町域に山は数あれど、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

が選択された理由でもあった。
毎年、草木の冬枯れの季節になると、基

ㆌ

山
㆖ ㇓

山頂一帯では土塁保護と山火事対策のための山焼きが
行われる。基

ㆌ

山
㆖ ㇓

山頂から北
ㆌ ㆟

帝
ㆿㆉㆩ

と呼ばれる北峰までの全長約 700m の間に、生い茂った草を切り、焼く。
かつては、草原であった基

ㆌ

山
㆖ ㇓

では、登山者の火の不始末から山火事が頻発し、土塁上に木々が生い
茂るのを防ぐとともに、万が一山火事が発生した場合に延焼を防ぐことを目的に、土塁の帯を昔か
ら防火帯として管理している。冬枯れした草に火を着けると、冬の乾燥した気候も相まって勢いよく
燃えだし、その煙は、大宰府政庁がある太宰府市からも見えるほどである。
この山焼きは、基

ㆌ

山
㆖ ㇓

東麓の丸
ㆾ ㇋

林
ㆰ㇄㆗

集落の青年たちが、山火事への対処として行われていた。昭和
15(1940) 年頃は、一旦山火事が発見されると夜でも登り、柴の枝を長く切って柴の葉で叩いて消
火活動を行っていたと聞く。その後、予防的に防火
帯として土塁を活用するとともに、土塁上に木々が
根を張り壊していくのを防ぐため、山焼きを行った。
山焼きの時は、天候を見極めつつ、家に居るもの
総出で行っていた。また山焼きを始めた頃の基

ㆌ

山
㆖ ㇓

は、
飼い葉の山で牛馬のための山として活用され、飼い
葉を育てるためにも山焼きは役立っていた。
その後、昭和 40 年代に入り全山に植林が進み、

昭和 63年 (1988)には、草スキー場横の丘陵上に「日
本植林発

ㆯ ㆣ

祥
㆗㇇ㆄ

之地」を記念する碑が建てられている。 写真 日本植林発祥之地記念碑

【コラム】基山にあった学校林

かつては基
ㆌ

山
㆖ ㇓

内に記念学校林があり、この記念学
校林は、基山の小中学校の児童・生徒たちによって
育成され、基山小学校の校舎修理や湯沸かしの燃
料材として利用されている。学校林には、管理のた
めに小学生が駆り出され、下草刈や林の手入れが
行われ、中学生による燃料材としての薪

ㆾ ㆌ

採集等が行
われていた。

資料 基山中学校生徒による薪採集（昭和 24 年）


